
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 

 
（１） 活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

          

天理市家庭教育支援チーム 

 （呼称：サロンドキッズチーム） 

 URL：https:/ /salonde-kids.net 
 

②活動拠点 天理市西長柄町 16「子育てサロン Salon de kid’s」 

③活動範囲 天理市を中心として、奈良県全域 

④組織体制 

 

主に 10 人・イベントの際 40 人 

 

保育士、幼稚園教諭 2 種、看護師、助産師、子育て支援員、 

ボランティア員 

⑤活動開始年度     平成 18 年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 矢田 紫真子 

 

（TEL） 0743－25－4180   （E-mail）salondekids_info＠yahoo.co.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

☑保護者等への学びの場の提供 

☑保護者等への地域の居場所づくり 

☑アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☑自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☑その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

□その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

☑乳幼児 ☑小学生（低学年） ☑小学生（中学年） ☑小学生（高学年） 

□中学生 □高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】  

〇子育てサロンを開設（毎週月～金/無料） 

空き店舗を利用して開設しています。主に、出産後の赤ちゃんから 2 歳児までの親

子さんが利用し、子ども同士の遊び場、保護者の憩いの場、保護者の友達を作る

場所となっています。保育士が季節ごとのイベントや、年齢別育児教室を開催し、

子育て相談も随時行っています。 

〇ベビーサロン（毎週金曜日/無料） 

産前産後の母親と生後 12 か月までの赤ちゃんとその母親だけが利用できます。助

産師が育児教室や身体測定をしながら個別で助産師相談を行っています。 

〇お子さんの一時預かり（月～金/有料） 

母親の就労やリフレッシュ、通院などの理由で、お子さんを見てもらえる人がいな

いために、保育士がお子さんを一時的に預かるシステムです。 

〇出張親子リズム広場（毎週木曜日/無料） 

地域の施設を使って、保護者とお子さんで利用できる遊びの場、保護者同士のお

友達を作る場となっています。開設時間の一部を使って、リズム遊び、季節の製作

遊びを行っています。 

〇子育てサークルネットワーク構築 

年に 1、２回集まり、子育てサークル同士の交流の場を目的として、夏祭りなどのイ

ベントも行っております。 

〇子育てフェスタ 

年に 1 回、地域の子育てサークル、子育て支援を行う行政（児童福祉課、保健セン

ター、教育委員会）、子育て支援センター、子育て拠点支援団体にご協力を頂き、

天理駅前広場を利用した地域向けのイベントを行い、子育て情報提供を目的とした

イベントを行う。 

〇クリスマスコンサート 

年に 1 回、子育て家族向けに文化ホールを使って、生演奏によるクリスマスコンサ

ートを開催しています。 

〇子育て情報発信 

毎月の通信、ホームページ、ブログ配信、公式ライン、Instagram、Facebook、

YouTube を利用して子育て情報発信。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

〇それぞれの活動を利用して頂いた方から、産後子育てに対して不安や、孤立を

感じる日々を過ごしていたが、サロンドキッズの事業を通して、先生たちの温かさを

感じながら、ママ友ができたこと、親子で楽しめるイベントが盛りだくさんだったの

で、本当に楽しく子育てができた。また、サロンドキッズがなかったら、今の自分が

どうなっていたかわからないという声も頂いています。 

〇子どもとの関わり方、遊び方がとても勉強になりました。 

〇市内で子育て向けの家族が参加できるイベントがあり、とても楽しいひと時が家

族で過ごせました。 

など、子育て家族の笑顔が広がった。 



⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

□文部科学省補助事業（事業名：                        ） 

□文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☑厚生労働省事業（事業名：   地域子育て支援拠点事業 

□地方公共団体単独事業として実施 

□特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☑その他の支援により活動を実施 

  （  赤い羽根共同募金、芽愛助産院より寄付金    ） 

 


